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宝
塚
の
風
物

　
か
つ
て
蔵
人
材
は
、
武
庫
川
の
た
び
重
な
る
決

壊
で
多
大
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
古
老
達

が
集
ま
り
氏
神
と
し
て
素
盛
特
命
を
奉
斉
し
祈

願
し
た
の
が
素
蓋
特
神
社
の
縁
起
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
当
神
社
地
は
学
徳
天
皇
の
御
行
在
所
近
く
に

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
で
も
美
幸
、
高
司
、
御
所

の
前
な
ど
の
地
名
が
残
り
、
境
内
に
牛
頭
天
王
社

（
古
社
）
も
あ
っ
て
由
緒
深
い
も
の
で
す
。
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

　
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
1
0
月
を
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
業
普
及
促
進
月
間
」
、
第
三
土
曜
日

　
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
と
設
定
し
て
、
集
中

的
な
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
事
業
開

拓
委
員
会
や
地
区
・
地
域
班
等
、
セ
ン
タ

ー
の
組
織
を
挙
げ
て
、
普
及
啓
発
促
進

を
設
け
た
事
業
展
開
や
就
業
機
会
の
確

保
と
提
供
の
拡
大
を
図
る
取
り
組
み
を

行
っ
た
。

◆
第
５
回
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
開
催

　
1
0
月
2
0
日
（
上
）
、
当
セ
ン
タ
ー
事
務

所
、
駐
車
場
に
お
い
て
、
シ
失
バ
ー
フ
ェ

ア
を
開
催
し
た
。

　
会
場
で
は
お
な
じ
み
の
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
、
焼
き
鳥
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
肉
ま

ん
類
に
加
え
て
、
新
し
く
お
で
ん
も
用

意
し
た
。

　
事
務
所
一
階
フ
ロ
ア
に
は
当
セ
ン
タ

ー
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
ご
来
場

の
お
客
様
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
応
え

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
養
父
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
の
新
鮮
野
菜
・

新
米
の
販
売
も
あ
り
、
こ
ち
ら
は
近
隣

の
方
々
に
は
毎
回
人
気
の
コ
ー
ナ
ー
で

あ
る
。

　
ま
た
、
手
造
り
小
物
コ
ー
ナ
ー
も
犬

変
活
況
で
あ
っ
た
。

　
多
く
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
業
開
拓
委
員
会
）

▲来場者で賑わう販売コーナー

◆
地
区
・
地
域
班
に
よ
る
ボ
ラ
ン

　
　
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

　
■
良
元
２
の
３
地
域
班

　
良
元
２
の
３
地
域
班
で
は
、
平
成
3
0

年
1
0
月
５
目
（
金
）
、
亀
井
町
・
福
井
町

ま
し
た
。
参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
た
皆

様
、
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
委
員
会
だ
よ
り

且
鞭
打
○
言
ド

1
0

9
一
Ｉ
～
１
の
事
笑
容

月
2
6
日
（
金
）
に
は
、
末
成
町
・
光
明
町

の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
、
９

名
が
参
加
。

■
良
元
‐
3
の
３
地
域
班

　
良
元
３
の
３
地
域
班
で
は
、
平
成
3
0

平
成
3
0
年
９
月
末
現
在

前

年

度

ｽﾞj

30

叉ﾙ

／

３
件

７
伴

損

害

０
件

２
伴

傷

害

年
1
0
月
1
5
目
（
月
）
に
仁
川
河
川
敷
及
　
★
損
害
事
故
（
１
件
）

が
故
仁
川
周
辺
の
清
掃
ボ
ラ
ビ
ア
ィ
ア

を
実
施
し
、
４
名
が
参
加
。

◆
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
普
及
啓
発
活

　
　
動
、
今
年
度
は
中
止

　
例
年
、
1
0
月
に
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」

を
定
め
て
実
施
し
て
い
た
普
及
啓
発
活

動
は
、
先
般
発
生
し
た
台
風
2
4
号
の
接

近
を
考
慮
し
、
今
年
度
は
中
止
と
な
り

●
内
容
谷
水
剪
定
作
業
時
、
清
掃
の
だ

　
　
め
に
隣
接
駐
車
場
で
作
業
し
て
い

　
　
た
際
、
誤
っ
て
車
の
バ
ン
パ
ー
に

　
　
傷
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
。

●
注
意
点
・
作
業
の
際
に
は
、
周
囲
に
破

　
　
損
対
象
物
の
有
無
を
確
認
し
た
う

　
　
え
で
作
業
す
る
こ
と
。

　
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
常
に
安
全
意
識

を
も
っ
て
就
業
し
ま
し
ょ
え

２
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◆
兵
庫
県
交
通
安
全
シ
ニ
ア
自
転

　
車
大
会
に
出
場

　
平
成
3
0
年
９
月
1
4
目
（
金
）
、
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
神
戸
に
て
兵
庫
県
交
通
安

全
シ
ニ
ア
自
転
車
犬
合
が
開
催
さ
れ
、

宝
塚
市
代
表
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
シ
ル
バ
ー
安
全
チ
ー
ム
」
と
し
て
出

場
し
た
。
結
果
は
奮
闘
む
な
し
く
惜
し

く
も
人
賞
を
逃
し
た
が
、
安
全
運
転
の

意
気
込
み
は
十
二
分
に
発
揮
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
全
委
員
会
）

い▲「シルバー安全チーム」のメンノ

社
会
参
加
支
援
活
動

◆
「
希
望
の
家
一
運
動
会
の
お
手
伝
い

10

月

1
0
口
（
水
）
、
「
希
望
の
家
」
で
開

催
さ
れ
た
運
動
会
に
、
当
セ
ン
タ
ー
か

ら
は
前
日
の
テ
ン
ト
組
立
て
と
、
当
日

の
テ
ン
ト
張
り
、
競
技
の
お
手
伝
い
に

延
べ
2
1
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ

た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
で
午
前

中
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
午
後
は
「
希
望
の

家
」
の
ホ
ー
ル
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
多
彩
な
競
技
に
大
き
な
歓
声
と
拍
手

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
ま
た
宝
塚
歌

劇
団
Ｏ
Ｇ
の
風
さ
や
か
さ
ん
の
シ
ョ
ー

で
は
「
Ｙ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
Ａ
」
の
曲
に
合
わ
せ

て
皆
で
歌
い
踊
り
賑
々
な
運
動
会
で
あ

り
、
「
希
望
の
家
」
の
方
々
に
は
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
き
、
ま
た
一
緒
に
楽
し
ま

せ
て
い
た
だ
い
た
有
意
義
な
ボ
ラ
ビ
ア

ィ
ア
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
広
報
貫
目
ノ
中
嶋
涼
子

n徊i圧EF

▲ボール送り競技のお手伝い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
者

○
準
備
協
力
者
（
い
目
名
）

　
市
原
則
比
古
遠
藤
雅
子

兪
本
武
保

高
田
均

百
山
孝

且
筒
一
郎

盛
柿
柳
太
郎

高
瀬
紘
一

中
西
雄
之
忙

新
田
豊
二

舷
綺
政
治

○
競
技
協
力
者
（
1
0
名
）

　
板
倉
宵
］
　
　
市
原
則
比
古

　
岡
村
修
　
　
倉
本
式
保

　
小
西
人
一
郎
高
瀬
紘
一

　
中
嶋
涼
子
　
中
西
進

　
中
西
雄
之
侑
　
且
筒
一
郎

　
な
お
、
希
望
の
家
で
は
来
年
も
1
0
月

1
0
目
に
運
動
会
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
カ

　
ー
ド
」
初
の
ポ
イ
ン
ト
達
成
者

　
平
成
3
0
年
４
月
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
及
び
地
区
・
地
域
班
が

主
催
す
る
ボ
ラ
ビ
ア
ィ
ア
行
事
に
参
加

し
た
会
員
に
は
、
そ
の
都
度
、
Ｉ
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
が
貯

ま
る
と
、
２
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
る
ｙ
』
と
と
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
初
の
２
ポ
イ
ン
ト
達
成
会

員
か
お
り
、
本
本
常
務
理
事
よ
り
記
念

品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
積
極
的
な
ボ
ラ
ビ
ア
ィ
ア
行
事

へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
つ
き
ま

し
て
は
、
年
度
早
々
に
お
手
元
に
お
送

り
し
て
い
ま
す
が
、
見
当
た
ら
な
い
方

に
は
再
発
行
を
行
い
ま
す
の
で
、
事
務

局
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

▲初のポイント達成会員(左から嶽本会員、岩城会員、西口会員)

３
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互
助
会
だ
よ
り

◆
研
修
旅
行

　
平
成
3
0
年
度
会
員
互
肋
会
研
修
旅

行
は
山
陰
の
宇
倍
神
社
、
鳥
取
砂
丘
・
砂

の
美
術
館
を
巡
る
旅
で
1
0
月
1
7
目

（
水
）
・
1
0
月
2
5
目
（
木
）
の
２
回
に
分
か

れ
、
延
Ｔ
２
７
名
が
参
加
し
た
。

　
●
因
幡
の
宮
・
宇
倍
神
社

　
鳥
居
を
く
ぐ
り
１
２
０
段
余
り
の
階

段
を
登
り
、
紙
幣
に
採
用
さ
れ
た
こ
と

の
あ
る
拝
殿
を
参
拝
。
Ｏ
Ｏ
は
お
金
に

縁
の
あ
る
神
社
で
、
全
国
か
ら
多
く
の

参
拝
客
が
訪
れ
て
お
り
、
宮
司
さ
ん
の

お
話
を
聞
き
、
当
宮
に
聞
す
る
歴
史
や

社
殿
の
造
形
な
ど
を
学
ん
だ
。

▲宇倍神社拝殿

　
●
砂
の
美
術
館
と
砂
丘
散
策

　
鳥
取
砂
丘
に
到
着
し
、
ま
ず
は
砂
丘

会
館
に
て
、
日
本
海
の
幸
が
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
さ
れ
た
豪
華
な
昼
食
に
舌
鼓
ん

だ
後
、
砂
と
水
だ
け
で
造
ら
れ
た
「
砂
像

彫
刻
」
を
展
示
す
る
世
界
唯
一
の
「
砂
の

美
術
館
」
を
見
学
し
た
。

　
「
砂
で
世
界
旅
行
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
北
欧
編
～
美
し
い

大
自
然
と
幻
想
的
な
物
語
の
世
界
へ

～
」
と
北
欧
を
旅
し
て
い
る
か
の
よ
う

な
砂
の
造
形
美
と
、
雄
大
な
砂
丘
を
散

策
し
た
。

　
今
回
の
研
修
旅
行
で
は
、
地
域
の
観

光
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
た
施
設
を

見
学
し
、
参
加
し
た
会
員
の
視
野
を
広

げ
る
大
変
、
有
意
義
な
研
修
旅
行
で
あ

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
広
報
委
昌
ノ
中
嶋
諒
子
）

/i爾嗣iな砂の造形美に感動

一
喜
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
平
成
3
0
年
９
月
７
日
（
合
）
、
犬
宝
塚

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
、
2
0
名

が
参
加
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
。

　
優
　
居
　
奥
　
誓
言

　
市
価
居
合
築
美
和

　
三
　
位
坂
本
正
志

　
次
回
の
コ
ン
ペ
は
1
2
月
７
目
（
金
）
、

宝
塚
高
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
予

定
。

講
習
会
報
告

◆
第
３
回
筆
耕
勉
強
回
開
催

　
平
成
3
0
年
９
月
2
0
目
（
本
）
、
仲
田
加

代
子
会
員
（
書
道
師
範
・
賞
状
技
法
上
）

を
講
師
に
当
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に
て
、

筆
耕
業
務
登
録
希
望
会
員
を
対
象
と
し

た
筆
耕
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

　
今
回
は
「
命
名
書
・
の
し
袋
・
の
し
紙

の
書
き
方
」
と
題
し
て
、
命
名
書
・
の
し

紙
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
た
上
で
筆

耕
の
練
習
を
し
た
。
４
名
参
加
。

◆
生
活
支
援
講
習
会
を
実
施

　
兵
シ
協
が
主
催
す
る
、
6
0
歳
以
上
の

一
般
市
民
を
対
象
に
し
た
生
活
支
援
講

習
会
が
1
0
月
３
日
（
水
）
か
ら
1
0
月
1
7

日
（
水
）
の
内
６
日
間
、
さ
ら
ら
仁
川
公

益
施
設
で
開
催
さ
れ
2
0
名
が
参
加
し
、

介
護
補
助
や
整
理
収
納
、
食
品
衛
生
管

理
等
を
学
ん
だ
。

地
区
・
地
域
班
だ
よ
り

◆
長
尾
２
の
３
地
域
班

　
平
成
3
0
午
９
月
1
0
目
（
豊
、
午
後
１

時
か
ら
宝
乃
湯
館
内
の
「
さ
ぬ
き
や
宝

塚
店
」
に
て
当
班
初
め
て
の
懇
親
会
を

開
催
し
た
。
今
ま
で
は
お
互
い
面
識
も

な
か
っ
た
が
、
今
回
は
親
し
く
班
の
活

動
方
針
な
ど
広
く
意
見
交
換
を
行
い
、

今
後
も
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
大
変
有
意
義
な
懇
親
会
で
あ
っ
た
。

1
3
名
参
加
。

地
区
・
地
域
班
の
活
動
報
告
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
（
事
務
局
）

４
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就
業
先
訪
問

「
ク
マ
モ
ト
食
品
工
業
㈱
」
所

有
の
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
業
務

就
業
レ
ポ
ー
ト

「
週
に
一
回
の
就
業
が
日
常
生
活

の
励
み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

　
花
の
み
ち
に
あ
る
ク
マ
モ
ト
食
品
工

業
株
式
会
社
が
所
有
す
る
女
性
専
用
の

マ
ン
シ
ョ
ン
で
清
掃
業
務
に
就
業
す
る

安
田
敏
子
会
員
を
訪
問
し
た
。
同
マ
ン

シ
ョ
ン
は
５
階
建
て
で
2
0
世
帯
が
居

住
。
女
性
専
用
と
か
？
』
と
も
あ
り
、
玄

関
や
共
用
部
分
の
イ
ン
テ
リ
ア
も
な
か

な
か
お
し
ゃ
れ
な
造
り
で
あ
る
。

７

▲おしゃれな建物入口のエンブレム

　
安
田
会
員
の
業
務
は
、
入
り
口
周
辺

の
清
掃
、
玄
関
か
ら
階
段
、
廊
下
の
掃
除

機
や
モ
ス
ブ
掛
け
な
ど
を
毎
週
１
回
、

３
時
間
半
か
け
て
行
っ
て
い
る
。

　
　
『
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
と
、
い
つ

も
間
に
か
時
間
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
階

段
の
上
り
下
り
が
き
つ
い
ｙ
』
と
も
あ
り

ま
す
が
、
も
と
も
と
綺
麗
に
す
る
ｙ
言

が
好
き
な
の
で
｝
石
お
仕
事
は
私
に
向

い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
話
し

て
い
る
。

―
．
．
Ｉ
．
ｊ
ｘ
．
．
．

▲清掃業務中の就業会員

　
安
田
会
員
は
当
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し

て
か
ら
約
８
年
ほ
ど
に
な
り
、
こ
れ
ま

で
３
ヵ
所
の
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
に
従
事

さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
就
突
先
は
、
若
い

頃
に
宝
塚
駅
周
辺
の
ホ
テ
ル
で
仕
事
を

し
て
い
た
そ
う
で
、
こ
の
辺
り
で
働
く

の
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
と
の
こ
と
。

　
安
田
会
員
は
、
「
初
め
は
少
し
抵
抗
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
週
に
一
回
の
こ
の

就
業
が
日
常
生
活
の
変
化
に
も
な
っ
て

い
て
な
か
な
か
楽
し
い
で
す
よ
」
と
話

し
て
く
れ
た
。

発
注
者
の
声

　
安
田
会
員
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
、

花
の
み
ち
に
あ
る
ク
マ
モ
ト
食
品
工
業

株
大
会
社
を
訪
ね
、
平
野
社
長
に
い
ろ

い
ろ
な
お
話
を
伺
っ
た
。

　
ク
マ
モ
ト
食
品
工
業
株
式
会
社
は
創

業
9
0
年
を
超
え
る
老
舗
の
食
品
会
社
。

大
正
時
代
に
潰
物
の
製
造
販
売
会
社
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
ジ
ャ
ム
や

水
あ
め
の
製
造
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

▲「シルバーさんとは､長くおつきあいした

　　い」と話す平野裕資社長

　
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
武
庫
川
周

辺
は
い
ち
ご
畑
が
多
く
存
在
し
、
ｙ
」
れ

ら
の
い
ち
ご
を
加
工
し
た
ジ
ャ
ム
を
製

造
し
て
い
た
。
現
在
は
赤
穂
市
に
工
場

を
移
転
し
生
産
を
行
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
当
セ
ン
ク
ー
と
の
つ
な
が
り
は
約
２

年
半
面
か
ら
。
同
社
が
所
有
す
る
賃
貸

マ
ン
シ
ョ
ン
の
清
掃
業
務
に
シ
ル
バ
ー

会
員
が
就
業
し
て
い
る
。

　
平
野
社
長
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
こ
と
は
以
前
か
ら
よ
く
知
っ
て

い
ま
し
た
。
前
の
清
掃
員
が
退
職
し
た

際
、
後
任
に
は
是
非
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
お
願
い
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
い
つ
も
マ
ン
シ
ョ
ン
を
き
れ

い
に
清
掃
し
て
も
ら
っ
て
肋
か
っ
て
い

ま
す
」
と
感
想
を
話
さ
れ
て
い
た
。

　
最
近
で
は
年
に
１
回
ほ
ど
、
社
長
の

ご
自
宅
の
植
木
剪
定
も
当
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
そ
う
だ
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は
こ
れ

か
ら
も
長
い
お
つ
き
あ
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
広
報
委
員
／
佐
野
　
純
）

－ｂ
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適正就業についてお願い

　昨年より、全会員へ「シルバー人材センターのご案内（A5判の冊子）」を配布し、シルバー

人材センターの就業形態等を周知していますが、今年に入り、発注者からの作業に関するお

問い合わせや告匿等が増えています。

　会員の皆様におかれましては、当センターの就業等について再度、ご確認頂き、今まで以

上に適正就業に刻する強い自覚を持って頂くとともに法令遵守と適正就業の徹底を宜しく

お願い致します。

仕事をしていただく仕組み

　シルバー人材センターは、企業、家庭、官公庁から業務を受注し、それらを請負・委任ま

たは派遣での形態により、臨時的かつ短期的またはその他の軽易な業務を希望する高齢者

(会員)に、働く場として就業機会の提供をします。

請負就業と派遣就業との違い

事
務
局
だ
よ
り

項　　　目 請　　負 派　　遣

就業の基準
臨時的かつ短期的(おおむね月ＴＯ
日程度)または軽易な業務(おおむ
ね週２０時間以内)

臨時的かつ短期的または軽易な業務

であり、週２０時間以内の就業に限

る

雇用関係の有無
なし あり(兵庫県シルバー人材センター

協会が雇用主)

発注者からの指揮命令 受けない 受ける(指揮命令者に限る)

就業の報酬 配分金(雑所作 賃金(給与所得)

事故時の適用保険
会員自身が加入の健康保険(国民健
康保険等)を適応※注記

労災保険を適応

社会保険・雇用保険の加

入・適用の有無
なし 就業条件により加入が必要

※注記:

　シルバー人材センターでは、会員が就業中に他人の身体や財物に損害を与えた際に補償を行う賠償

責任保険と、会員が就業中にケガ等を披った場今に補償を行う団体傷害保険に加入しています(詳し

くは｢シルバー人材センターのしおり｣を参照)。

　なお、センター事務局へ届出ることかく直接、発注者と作業交渉等を行い就業した場合や、契約外

の業務(作業)で発生した事故やトラブル等については、就業会員の自己負担となり、当センターの賠

償保険や団体傷害保険の適応はありませんので、ご注意下さい。
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◆
会
員
の
状
況
（
９
月
末
現
在
）

　
　
会
員
数
・
平
均
年
齢
は
９
月
末

　
　
入
退
会
者
は
８
月
～
９
月

会　員　数 ９２４名

(男性会員数) ６９１名

汝性会員数） ２３３名

入会音数 15ネ

退今昔数 15名

平均年齢 7 3. 4歳

j ･ ･ - ㎜ - - ■ ㎜ ㎜ ㎜ 　 　 　 　 　 　 ・
　 … … … … … … … … … … … 一 一

配　　分　金

支払い日のお知らせ

12月14日(金)

１月15日(火)

２月15日(金)

11月就業分

12月就業分

　１月就業分

☆
お
願
い

就
業
報
告
書
の
提
出
は
、
就
業
完
了

後
、
ま
た
は
翌
月
の
３
日
ま
で
に
提

出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

☆
チ
ラ
シ
配
布
就
業
会
員
募
集

事
務
局
で
は
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
配

布
が
で
き
る
方
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
就
業
可
能
な
方
は
事
務

局
に
「
希
望
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

備
え
て
い
ま
す
の
で
、
事
務
局
窓

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

☆
清
掃
業
務
就
業
会
員
募
集

清
掃
業
務
が
で
き
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
就
業
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☆
家
事
援
助
業
務
就
業
会
員
募
集

家
事
援
助
業
務
が
で
き
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
就
業
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

会
員
の
広
場

　
　
　
川
　
　
柳

⑤
半
白
示
し
作
付
ヾ
洒
ぢ
圭
い

　
　
　
　
　
　
　
　
９
冨
古
　
博
彦

し
み
じ
み
と
生
の
声
聞
き
一
人
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
９
織
出
　
茂

　
　
　
俳
　
　
句

侍
七
肋
も
開
特
に
で
き
る
牛
鳥
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
琴
川
嶋
　
兼
雄

か
み
介
わ
ぬ
会
話
も
楽
し
菊
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
９
中
嶋
　
諒
子

満
月
へ
里
芋
匹
物
拝
み
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
９
西
口
　
佐
代
子

⑤
頃
申
に
じ
ろ
ず
見
恨
長
形
見
分
け

　
　
　
　
　
　
　
　
撃
橋
本
　
千
津
子

坤
言
よ
廿
て
古
た
掃
き
よ
せ
て
落
葉
肌

　
　
　
　
　
　
　
　
９
羽
山
　
淳
子

胤
言
言
よ
陽
射
し
け
波
に
初
尾
花

　
　
　
　
　
　
　
　
９
丸
山
　
長
資

側
レ
耶
宣
且
七
乱
る
秋
特
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
９
安
井
　
修

編
集
後
記

　
異
常
な
暑
さ
と
大
雨
、
地
震
、
台
風
と

次
か
ら
次
へ
と
自
然
災
害
が
続
き
、
気

が
付
け
ば
秋
も
深
ま
り
、
時
に
冬
の
気

配
さ
え
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

▲
私
的
な
こ
と
は
と
も
か
く
「
秋
は
と

に
か
く
忙
し
い
」
の
で
す
。
当
セ
ン
ク
ー

に
お
い
て
も
運
動
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
、
互
助
会
研
修
旅
行
、

社
会
見
学
等
、
次
々
と
行
事
が
続
き
、
当

セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
は
如
何
に
し
て
多

く
の
会
員
が
参
加
し
、
ま
た
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
か
、
ま
た
、
広
報
委
員
会
で
は

多
彩
な
行
事
を
会
員
の
皆
様
に
ど
の
よ

う
に
伝
え
て
い
く
か
、
頭
を
悩
ま
し
て

い
ま
す
。
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る

た
め
に
も
セ
ン
タ
ー
の
行
事
に
参
加
し

て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
楽
し
い

で
す
よ
。
▲
「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
は
よ

く
言
っ
た
も
の
で
、
あ
と
ひ
と
月
余
り

で
平
成
の
3
0
年
も
冪
を
閉
じ
ま
す
。

（
少
し
早
い
で
す
が
）
昭
和
・
平
成
を
生

き
て
き
た
者
と
し
て
新
し
く
迎
え
る
時

代
が
平
和
で
幸
せ
に
満
ち
た
時
代
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
新
し

い
年
号
も
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
　
（
広
報
貫
目
ノ
中
嶋
涼
子
）
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運動をするとタンパ

ク質の合成を刺激す

るホルモンが出る
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このホルモンとアミ

ノ酸の働きで筋肉が

合成される

・高齢になると筋肉が合成しにくくなって筋肉量が減っていきます。（要介護リスク）

・運動と食事をすることで筋力が増すメカニズムを知って改善していきましょう。

食事で摂ったタンパ

ク質を分解し血液中

にアミノ酸を放出

・運動　日常生活の中で身体を動かし、外を出歩くなど運動量を増やしましょう。

・食事　タンパク質を多く含む、肉や魚、大豆製品などを摂りましょう。

日常でお困りのことはシルバー人材センターにご相談ください
高齢者の知識と経験を活かして、様々な仕事をお引き受けしています。ｲ衣頼内容によっては対応できない仕事もあり

ますので、まずお電話でお問い合わせください。 TEL 0797(81)7000

・家事援助サービス　　室内清掃、窓ガラス、網戸などの清掃、食事の支度・洗濯、お部屋内の片付けや

　　　　　　　　　　　　衣替え、ゴミステーションの掃除、買い物など

・子育て支援サービス　お子様とお留守番、子どもの一時預かり、シルバー出前サービス

・お庭の手入れ　　　植木剪定・施肥、植木の水やり、雑草刈り(機械一手刈り)

・家屋の手入れ　　　簡易な大工仕事・塗装など

・事務サービス　　　　あて名・賞状書き、ワープロなどでの原稿づくり、パソニ1ン操作指導など

・空き地･空き家管理事業　空き地・空き家を敷地の外側から現状確認を行い報告するサービス

シルバー人材センター会員募集就業などを通じて社会参加しませんか？

シルバー人材センターの会員になるには

○会員の条件

　宝塚市在住の６０歳以上の健康で働く意欲のある方で、シルバー人材センターの趣旨に賛同していただける方。

○入会方法

　入会説明会は毎月第４月曜日午後１時より開催していますので、事前に予約の上参加してください。

　入会申込書・顔写真などの必要書類の提出と、会費(年額2､000円)の納入で会員となります。

＊ご興味のある方は、まずはシルバー人材センター事務局までお電話でお問い合わせください。

問合せ先：公益社団法人　宝塚市シルバー人材センター

〒665-0827宝塚市小浜２丁目１番1号ＴＥＬ．０７９７(８１)７０００ ＦＡＸ．０７９７(８１)７０４０

ｈｔｔｐ：　／／　ｗｗｗ．８Ｊｃ　－　ｔａｋａｒａｚｕｋａ．ｏｒ．ｊｐ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら
か
ら
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